









































































































































































































































































縦型個人主義尺度 縦型集団主義尺度 横型個人主義尺度 横型集団主義尺度
N M SD N M SD N M SD N M SD
全体 337③4．！51 0，953 336④4ユ16 0，902339①5，1980，866338②5つ83 0，786
性別 女性 208④3．9900，974 207③4．0270，917207②巳126 0，944207①5ユ31 0，771
男性 119③44320，847 119④4．254Q，841 120①53110，707u9②5の25 0，811
所在地 南関東 180③4．2330，967 180④4．1500，916 180①52310，844181②5つ55 0，839
南関東以外 157④4．0560，931 156③4。0770，886 ！59 ①5．1600，890157②5．1140，721
年齢層 18～35歳 64 ③4．1530，898 64 ④3．9410，841 65 ①5．1540，993 64 ②4．9250，977
36～45歳 62 ③3．9521，059 62 ④3．9400，892 61 ①52330，880 61 ②4．9700，851
46～55歳 83 ③4。1160，812 82 ④3，9730，959 83 ①5．2700，907 83 ②50260，719
56～65歳 87 ④4．2670，932 87 ③4。3330，813 88 ②5．1930，765 87 ①5．3540，630
66歳以上 32 ④4．281 1，！64 32 ③4．5630，818 32 ②ao690，723 32 ①54530，575
表2　各グループにつき、2番目に高かった得点の尺度と3番目に高かった得点の尺度の平均点の差
（表1と平均点などが異なっているのは欠損値などを除いて計算してあるため）
? M SD SE 対応のある2群の差の検定







全体 縦型個人主義 3364，1490，9540，052一13β67335．000一〇．9361，237 0，068 一1．069≦α≦一〇．803
横型集団主義 3365，0850，7870，043
女性 縦型集団主義 2064，0270，9190，064一11．015205．000一1．093L424 0，099 一1．288≦α≦一α897???
横型個人主義 2065ユ190，9420，066
男性 縦型軍票主義 1194，4320，8470，078一6．37118．000一〇．5931，016 0，093 幻．778≦α≦一〇．409
横型集団主義 1！9 5，0250，8110，743
南関東 縦型個人主義 1804，2330，9670，072一8．706179．000一〇．8251，271 0，095 一1ゆ12≦α≦一α638
横型集団主義 1805，0580，8400，063
???
南関東以外 縦型集団主義 1554，0730，8880，071！3，059154．000一1．0501，00工 0，080 一1．209≦α≦；一〇．891
横型集団主義 1555，！23 0，7200，058
18～35歳縦型個人主義 64 4ユ530，8980ユ12一4，43863．000一〇．771L390 0，174 一1，119≦α≦一α424
横型集団主義 64 4，9250，9770，122
????
36～45歳縦型個人主義 61 3，9381，0620ユ36一6．03760．000一LO32L335 0，171 一1．374≦α≦一〇．690
横型集団主義 61 4，970O，8510，109
46～55歳縦型個人主義 83 4，1160，8120，089一7．60782．000一〇．910LO90 0，120 一1．149≦α≦一〇．672
横型集団主義 83 5，0260，7！9 0，079
56～65歳縦型集団主義 87 4，3330，8130，087一6．38586．000一〇．8531，246 0，134 一L118≦；α≦一〇．587
横型個人主義 87 5ユ860，7670，082
66歳以上 縦型集団主義 32 45630，8180，145一2．51731，0！7 一〇．5061，138 0，201 一〇．917≦α≦一〇．096
横型個人主義 32 5，0690，7230，128
表3　男女による違い






女性 2083，990．974 ．068 2，344 ．127 一4．130325．000 一．442 ．107 一652≦α姦一．231縦型個
l主義 男性 1194，431．847 ．078 よって等分散を仮定する
女性 2074，027．917 ．063 ．645　　　　．423一222324．027 一228 ユ02 一．429≦α姦一〇26縦型集
c主義 男性 l194，254．841 ．077 よって等分散を仮定する
女性 2075，126．944 ．066 ！0．884　　　　．001一2．022304．3．044 一．！86 ．092 一367≦α≦一〇〇5横型個



































N M　　SD 分散分析 SS df MS F P
18～35歳31 5，4001，089 主効果 年齢層 1，457 4 0，3640，494．740
36～45歳31 5，413O，780 所在地 1，606 1 1，6062，178．141
?????
46～55歳445，100，783 2次交互作用年齢層×所在地 8，328 4 2，082，824．025
56～65歳495ユ840，755 モデル ！G，195 9 1，133L537．！34












N M SD 分散分析　　　　　SS df MS F P
18～35歳364，9031，063 主効果 年齢層 9，762 4 2，4404，263．002???
36～45歳42 5，1590，718 所在地 0，532 1 0，5320，929．336
46～55歳595，0370，709 2次交互作用年齢層×所在地 7，789 4 1，9474，401．010














































縦型個人主義尺度 縦型集団主義尺度 横型個人主義尺度 横型集団主義尺度
N M N M N M N M
今回 337 4．15 336 4．12 339 5．20 338 5．08尺度
ｾ点大橋（2004） 87 4．01 88 4．19 86 4．48 87 4．61






































































































































他人が自分よりうまく物事をこなすと腹が立つ。［VI1］ ．509 一．694 ×
競争は自然の摂理である。［VI2］ ．500 ．304 ○ ．606
他の人が自分よりうまくやると、イライラしたりピリピリしたりする。［VI3］ ．552 一。583 ?
競争がなければいい社会はできない。［VI4］ 。476 ．367 ○ ．620
勝つことが全てである。［VI5］ ．628 ．190 ○ ．601
他人よりうまく自分の仕事をやることが：重要である。［VI6］ ．506 ．0930 ．488
他人との競争があるところで仕事をするのは好きだ。［VI7］ ．531 ．295o ．594







自分が好きなことでも、もし家族から反対されたらあきらめる。［VC　1］ ．441 一．302 ○ ．401
家族が喜ぶことなら、自分がやりたくないことでもする。［VC2］ ．547 ．022 ○ ．519
大きな旅行に行く前には、家族の大部分の人や、友人の多くに相談する。［VC3］ ．359 一．145 ×
大抵、仲間の利益の為になら自分の利益を犠牲にする。［VC4］ ．344 一．027 ×




年老いた親は自分の家で世話するべきだ。［VC7］ ．331 ．315 × ．492







普段、「我が道を行く」ことが多い。［H瑚 ．570 一。O17 ．050
?
．585
他人から自立した人生を生きるべきである。［HI2］ ．508 ．395 一211
?
．365
自分のプライバシーを保つのが好きだ。［HI3］ ．257 ．310 ．521 ×
入と議論するときは率直にものを言いたい。［H：14］ ．434 ．037 一．142 ○ ．425
自分は個性的な人間である。［HI5］ ．706 一．437 ．156 ○ ．708
自分がどうなるかは自分の行動次第である。［H工6］ ．382 ．128 一208×
自分の成功は大抵、自分の能力による。［HI7］ ．317 ．238 ．054 ?





















他入と協力すると気分がいい。［HC6］ 。700 ．3i20 。653
自分の幸せは自分の周りにいる人たちの幸せによるところが大きい。［HC7］ ．559 一〇35 ○ ．585
自分にとっての楽しみとは、他人と共に時を過ごすことである。［HC8］ ．383 ．163 ?
6項目採用後の信頼係数　α＝．74
a）いずれも主因子法による。
b）いずれも最尤法による。
適合度検定：X　2・＝53．76、df篇9、　p・＝．000
lO’n 大　橋　理　枝
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